
【TOPIC①】「自然体験活動指導者（NEALリーダー）」を取得！

➢ 山梨県北杜市清里で行われた「全国体験活動指導者認定委員会」（事務局：(独)国立青

少年教育振興機構）が認定する「自然体験活動指導者認定制度」の養成講座を受講し、

５月４日の「みどりの日」に「NEALリーダー」の資格を取得しました。

➢ 同資格を活かして、国民の祝日・山の日（８月11日）には、同地で開催される『や

まなしで過ごす「山の日」フェスタ2024』において、指導者として自然体験プログ

ラムを提供し、山に親しみ、山に学び、山と生きることを呼びかけます。（別添１）

【TOPIC➁】林業・木材産業を題材にしたボードゲームのゲームマスターに！

➢ 近年、林業・木材産業に馴染みが無い子どもたちの興味・関心を育み、主体的な学び

を促すボードゲームの開発が進んでいます。その中で、「セーザイゲーム」（熊野林

星会）、「きこりものがたり」（(一社)東京学芸大Explayground推進機構）のOJT研修を

受けることで、「ゲームマスター」として携われるようになりました。 （別添２）

➢ 11月には、愛媛県で開催される「緑の少年団」結成記念行事等で、地域の林業関係

者と連携して、小中学生にボードゲームを活用した「森林教室」を行います。

【TOPIC③】能登ヒバを活用した「チャリティ・ピンバッチ」への協力を呼びかけ

➢ 安藤きらりは、能登半島地震復旧支援に向けて、ボランティアとして避難所等への木

製組立て什器の寄贈活動に参加したり、能登ヒバを活用した「緑の募金（能登半島地

震復旧支援事業）チャリティ・ピンバッチ」の製作に携わってきました。

➢ そこで、イベント等において、「緑の募金（能登半島地震復旧支援事業） 」による

支援活動の紹介や、チャリティへの協力の呼びかけを行えます。（別添３）

2024年７月23日

➢ 「ミス日本みどりの大使」は、森林・林業・木材業界や農山村地域の現場に足を運び、消費者
や次世代の目線から実体験をしながら、その重要性や魅力、現場が抱える課題を分かりやすく
発信する役割を担っています。

➢ そして、「ミス日本コンテスト」は、SDGsの17分野に関連した社会課題を抱える業界等と連
携しながら、課題解決に向けた行動を呼びかける経験の積み重ねることで、将来に活躍が期待
される女性リーダーを育成を目指す「人材育成プログラム」です。その為、受賞者の特技や興
味・関心と、森林・林業・木材業界を掛け合わせた独自性のある活動を生み出すことで、社会
課題の解決と受賞者のキャリア形成に繋ぐ取組を進めています。

➢ 本年、「2024ミス日本みどりの大使」に選出された安藤きらりは、学生時代に子どもの保
育・教育に携わる中で、子どもたちのリアル体験の機会が減少している状況に問題意識をもち、
将来は次代を担う子どもたちの教育活動に従事することを目指しています。

➢ こうしたことから、１月に「みどりの大使」に選出されて半年間で50件以上のイベント等に出
演してきましたが、併せて以下の通り、資格取得やOJT研修の実施、能登半島の復旧支援活動
に参加する中で、新たに子どもを対象にした活動や復興支援活動も行えるようになりました。

➢ 是非、添付のプロフィールをご参照いただき、各種機会での活用をご検討ください。

＜本件に関するお問合せ先＞
一般社団法人ミス日本協会 専務理事 和田健太郎

TEL：03-5323-0781 Mail: 1950@missnippon.jp    WEB:http://www.missnippon.jp/

「2024ミス日本みどりの大使」安藤 きらりが
特色を活かした新たな活動をスタートします！

～①自然体験プログラムの提供、②ボードゲームのゲームマスター、
③能登ヒバのチャリティ・ピンバッチの協力呼びかけ等を開始～

林政記者クラブ 加入社各位
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2024年 7月 23日 

山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター 

公益財団法人キープ協会 
 

＜山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター＞ 

国民の祝日･山の日（8月 11日）に『やまなしで過ごす「山の日」フェスタ 2024』を開催！ 

～山梨県北杜市で「自然体験活動指導者（NEAL リーダー）」を取得した 

「2024 ミス日本みどりの大使」も、オリジナル・プログラムを提供！～ 
 

「山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター」（山梨県北杜市、指定管理者；（公財）キープ協会）では、「国民の

祝日･山の日」（8月 11日（日・祝））を中心に、山梨県等が呼びかけて、県内で 61の行事が登録されている「や

まなしで過ごす「山の日」」の記念イベントとして、『やまなしで過ごす「山の日」フェスタ 2024』を開催します。 

8月 11日（日・祝）には、（公社）国土緑化推進機構・（一社）ミス日本協会が選定する「2024 ミス日本みどり

の大使」の安藤きらりさんも指導者としてプログラム提供を通して、一緒にイベントを盛り上げます！ 

安藤きらりさんは、山梨県北杜市清里高原で開催された指導者講座を受講し、今年 5月 4日の「国民の祝

日・みどりの日」に、全国体験活動指導者認定委員会による「自然体験活動指導者（NEAL リーダー」」の資格を

取得しています。今回は、山に親しむ機会を得て，山の恩恵に感謝する日である「国民の祝日・山の日」に、その

資格を取得した清里高原の地でのプログラムを通して、次代を担う子どもたちに、山に親しみ、山に学び、山と生

きることを呼びかけます。 

 

・企画名   ： 『やまなしで過ごす「山の日」フェスタ 2024 ～八ヶ岳で過ごす山梨 山の日～』 

・日時    ： 記念イベント／8月 11日(日・祝) 10：00～12:00、13:00～15：00 

キャンペーン期間／2024年 8月 3日（土）～８月 18日(日) 9:00～18:00（随時） 

・場所    ： 「山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター」園地及び館内 

（山梨県北杜市大泉町西井出石堂 8240-1／清泉寮向かい） 

・内容    ： 期間中、随時以下のプログラムを実施します。 

ガイドウォーク 

（8/5～9を除く期間中毎日） 

レンジャーが自然の楽しみ方や旬の見どころを紹介 

丸太で遊ぼう！ 丸太と竹筒で、木のボール等を自由に転がしたり遊んだ

りできるコーナー 

木育おもちゃコーナー やまなし森林環境教育・木育推進協議会が貸し出す県産

木材のおもちゃに触れる遊び場を設置 

みんなのあそびば 

・まなびば 

レンジャーによる夏の遊び方の提案コーナーや、自由研

究の応援コーナー等を設置 

清泉寮やまねミュージアム 写真やぬいぐるみ等のハンズオン展示で、ヤマネとヤマ

ネの暮らす森、その森を未来へつなぐための提案を紹介 

★森人（もりんちゅ）と 

あそぼうコーナー（8/11のみ） 

小さな人形をつかって、小さな生き物目線で森を楽しむ

コーナー（担当：安藤きらり（ミス日本みどりの大使）） 

ご取材をご希望の方は以下の連絡先までご連絡ください。 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター（担当：センター長 鳥屋尾（とやお））

TEL： 0551-48-3795   E-mail： t.toyao@keep.or.jp 

ニュースリリース 

安藤きらり 

（別添１） 

https://fureai-c.info/
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson/yama_no_hi/yamanohi.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson/yama_no_hi/yamanohi.html
https://www.pref.yamanashi.jp/shinrin-ss/yamanohi/yamanohi.html
https://www.pref.yamanashi.jp/shinrin-ss/yamanohi/yamanohi.html
https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/
https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/
https://neal.gr.jp/


（別添２①）



（別添２➁）



（別添２➁）



「緑の募金」による“緑と木の温もり”を活かした能登半島地震復旧支援のシンボルとして、

“能登ヒバ”を使用し、石川県内で加工した「チャリティ・ピンバッチ」を製作しました。

“能登ヒバ”のチャリティ・グッズで、

復興アクション！
「緑の募金」復旧支援使途限定募金（地震被害：能登半島地震復旧支援）

復興アクション「森のチカラで、日本を元気に。」

「緑の募金」
チャリティ・ピンバッチ

500円以上/個のチャリティで頒布

(公社)国土緑化推進機構では、“緑の木の

温もり”による復旧に向けて、「緑の募金」復

旧支援使途限定募金により、「①避難所等

への木製品の提供（木づかい）」、 「②仮設

住宅団地等における緑化活動等の支援

（緑づくり）」 等を取り組んでいます。

「緑の募金」復旧支援使途限定募金
（地震被害：能登半島地震復旧支援）

緑づくり
（森林整備・緑化支援）

仮設住宅団地等における緑化活動や
被災地の森林復旧等を支援。地元の間伐
材等を使用したプランターの提供等。

木づかい
（生活環境改善支援）

避難所等の共用スペースの下駄箱や支援
物資整理棚等から、居住スペースの生活

用品の整理棚等を提供。

仕事づくり
（雇用創出支援）

能登半島等の石川県産の木材等を使用し、
石川県内で加工・製作を通して、
被災地域周辺での雇用創出を支援。

「ピンバッチ募金」への協力方法

❶お申込み（10個分以上の募金協力者）

国土緑化推進機構ホームページの
「申込フォーム」に必要事項を入力して
お申込み下さい。

http://www.green.or.jp
※「トピック」の欄からお入り下さい。

➋ピンバッチの到着・お振込み
ピンバッチの到着後、同封した「振込用紙」（振込手数料
無料）で、募金額をお振込みください。

「アテ（能登ヒバ）」について

⚫「アテ（能登ヒバ）」は、石川県の「県木」

として広く県民に親しまれるとともに、抗

菌・防腐・防虫作用に優れる “ヒノキチオー

ル” が多く含まれており、輪島塗から寺社建

築・建具などでも重用されています。

⚫さらに、日本森林学会により「能登のアテ林
業」が「林業遺産」に、国連食糧農業機関
（FAO）により「能登の里山里海」が「世界
農業遺産」に選定されており、 「アテ（能
登ヒバ）」は能登半島で未来に引き継ぐべく
貴重な地域の財産と言えます。

✓ 職場や店頭、行事等において「募金箱」を設置して、幅広い方々に
「ピンバッチ募金」等への協力を呼びかけて頂くこともできます。

✓ 継続的・組織的に「緑の募金」の呼びかけにご協力いただける場合
は、「ピンバッチ」や「募金箱」等の管理を行う方が「緑の協力
員」にご登録いただければ、 パンフレットや緑の羽根などの様々な
募金資材を送らせて頂きます。

✓ ご検討頂ける場合は、(公社)国土緑化推進機構のホームページをご
覧頂くか、お問合せ下さい。

✓ (公社)石川県木材産業振興協会では、「能登ヒバ」を活かした「能登半島
地震」復興支援活動を取り組んでおります。

✓ 復興支援活動にご関心をお寄せ頂ける場合は、(公社)石川県木材産業振興
協会までお問合せ下さい。

⚫「アテ（能登ヒバ）」を活かした「能登半島地震」の復興
に向けて、「復興アクション」にご協力をお願いします。

お問い合わせ先

(公社)国土緑化推進機構 (公財)石川県緑化推進委員会 (公社)石川県木材産業振興協会

(公社)国土緑化推進機構（担当：募金部）

〒102-0093 東京都千代田区平河町2-7-4 砂防会館別館５階

フリーダイヤル：0120-110-381 Tel：03-3262-8437

Fax：03-3264-3974 E-mail：bokin@green.or.jp

全般 
募金に
ついて

グッズ 
発送に
ついて

(公社)石川県木材産業振興協会（担当：下平）

〒920-0211 石川県金沢市湊2-118-15 

TEL：076-238-7746 Fax： 076-238-7725

E-mail：iskenmoku@kenmoku-ishikawa.jp

“能登ヒバ”を使った

ピンバッチへのチャリティで、

能登半島における

“緑づくり”“木づかい”“仕事づくり”

を応援できます。

「復興アクション」へのご協力、

よろしくお願いいたします。

（別添３）
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